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　１２月定例会は、１２月２０日及び２１日の２日間の会期で開かれました。
　定例会では、今現在も懸案となっている賠償指針に関する意見書を関係機関に提出することを
決定したほか、専決処分の報告及びその承認、条例制定、補正予算等の議案を慎重に審議し、すべ
て原案のとおり可決しました。
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　去る１２月６日に文部科学省の原子力損害賠償紛争審査会より自主避難者等への賠償指針が
出されたが、その賠償対象が一部の市町村に限定されており、我々が以前より強く求めていた県内
全域を対象とする内容とは異なっており全く納得がいくものではない。
　東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の被害は、県内全域におよび、風評
被害・健康不安等大きな打撃を与え続けて、県民は不安と失望と苛立ちを感じている。
　原子力損害賠償紛争審査会長は「低放射線量でも長時間浴びるとそれなりに健康被害が生
じる可能性があるという意味での不安がある地域」と説明しているように、福島県民全てが被害者
であるという実態を審査会は理解していないと言わざるを得ない。
　賠償指針の対象地域から外れた地域には自主避難者もいるが、１８歳以下の子どもや妊婦、避
難せずに生活を続けている人々が大勢いる。放射線に対する不安や影響は賠償指針の対象地
域と全く同じ感情である。このことを考えれば、２３市町村に限定する理由は見あたらない。
　よって、福島県民の感情を全く無視した今回の賠償指針を、次の事項を踏まえた指針に見直す
よう強く要望する。

　文部科学省の原子力損害賠償紛争審査会より出された賠償指針は、対象が一部の市町
村に限定されており、全く納得がいかない内容でありました。
　よって、意見書を提出すると共に、要請書として同文書を原子力損害賠償紛争審査会会長、
原子力災害対策本部現地対策本部本部長、東日本大震災復興対策本部福島現地対策本
部長に提出しました。

意 見 書

12月定例会

記

１． ２３市町村に限定した賠償指針を撤回し、賠償の対象は、福島県内全域と
    すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

福島県棚倉町議会
野 田  佳 彦 様
中 川  正 春 様
枝 野  幸 男 様

内閣総理大臣
文部科学大臣
経済産業大臣

２． 賠償額は、実態に見合った額とすること。
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12月定例議会

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

の
主
な
内
容
は
、台
風
十
五
号
に

よ
り
被
災
し
た
箇
所
の
復
旧
に
要

す
る
緊
急
的
な
経
費
の
た
め
、農

業
用
施
設
災
害
復
旧
費
、林
業
災

害
復
旧
費
、土
木
施
設
災
害
復
旧

費
あ
わ
せ
て
、総
額
五
千
九
百
二

十
八
万
円
の
増
額
補
正
で
し
た
。

　

ま
た
、学
校
等
校
舎
内
緊
急
改

善
事
業
と
し
て
、幼
稚
園
、小・中

学
校
空
調
設
備
の
設
置
工
事
に
つ

い
て
、実
施
設
計
の
結
果
、事
業
費

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、総
額

七
千
八
百
万
円
の
増
額
補
正
で

し
た
。

　

さ
ら
に
、平
成
二
十
三
年
度
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、台
風

十
五
号
に
よ
り
被
災
し
た
瀬
ヶ
野

簡
易
水
道
施
設
の
導
水
管
を
復

旧
す
る
た
め
の
経
費
で
、総
額
四

十
万
円
の
増
額
補
正
で
し
た
。

　

以
上
、三
件
の
専
決
処
分
の
報

告
が
あ
り
、全
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
三
年
七
月
に
福
島

県
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、棚
倉
町
に
お
い

て
も
、町
及
び
町
民
等
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、暴
力

団
の
排
除
に
関
す
る
必
要
な
措

置
等
を
定
め
る
こ
と
で
暴
力
団
の

排
除
を
推
進
し
、町
民
の
安
全
で

平
穏
な
生
活
を
確
保
し
よ
う
と

す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
い
、職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
、こ
れ
に

よ
り
、四
十
二
歳
以
上
の
職
員
に

対
す
る
給
料
月
額
が
、年
齢
に
よ

り
二
百
円
か
ら
千
九
百
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

専
決
処
分
の
報
告
及
び

　
そ
の
承
認

◆ 

専
決
処
分
の
報
告
及
び

　
そ
の
承
認

◆ 

棚
倉
町
暴
力
団

   

　
　
　
　
排
除
条
例

◆ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る

   

　
　  

条
例
の
一
部
改
正

◆ 

棚
倉
町
暴
力
団

   

　
　
　
　
排
除
条
例

◆ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る

   

　
　  

条
例
の
一
部
改
正

議
会
で
決
ま
っ
た

主
な
内
容

議
会
で
決
ま
っ
た

主
な
内
容

議
会
で
決
ま
っ
た

主
な
内
容
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２億７，５０６万円

８７７万円

１２１万円

９０８万円

１，０３０万円

△２，６８６万円

３６万円

△１，０５４万円

５４８万円

１８５万円

△２１４万円

６２億７，３１０万円

１５億７８９万円

１億１，９０７万円

９億５，６６７万円

５，０２８万円

３億２，６５７万円

２３５万円

３億９，１８２万円

３億８，９８５万円

７，３０２万円

２億３，８７７万円

◇12月補正予算の状況 （1万円未満切捨て）
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

上
水
道
事
業
会
計

特
別
会
計

一 般 会 計

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

簡易水道事業

公共下水道事業

霊園整備事業

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算
の

 
　主
な
内
容

◎ 
子
ど
も
手
当
費

　
　
　
　

  
△
５
，７
９
4
万
円

　

子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に

よ
り
、支
給
額
が
変
更
さ
れ
た
た

め
減
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

 

◎ 

消
防
団
員
福
祉
費

　
　
　
　
　

 　

 

９
２
２
万
円

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
殉
職

消
防
団
員
に
対
す
る
弔
慰
金
増

加
に
伴
う
負
担
金
の
増
額
で
す
。

◎ 

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　

 

１
億
６
，３
０
３
万
円

◎ 

林
業
災
害
復
旧
費

　
　
　
　

 　
７
，７
０
７
万
円

◎ 

土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　

 　
８
，２
５
９
万
円

　

３
件
の
災
害
復
旧
費
は
、主
に

台
風
十
五
号
の
影
響
に
よ
る
復
旧

工
事
費
で
す
。

◎ 
学
校
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　

 　
１
，１
８
０
万
円

　

棚
倉
小
学
校
の
水
郡
線
側
の
法

面
崩
落
復
旧
工
事
、及
び
体
育
館

床・外
壁
の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

収入

支出

収入

支出

（※△は減額表示）

収益的
収　支

資本的
収　支

人権擁護委員
候補者の推薦感

謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

　

今
回
退
任
さ
れ
る
六
名
の
議
員
に
、町
長
か
ら
多
年
に
わ
た
る

功
績
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

議
　
長

副
議
長

議
　
員

議
　
員

議
　
員

議
　
員

佐
藤
忠
政

照
沼
義
勝

金
澤
敏
男

渡
辺
義
夫

金
澤
義
行

鈴
木
喜
一

小
山
田 

ち
い
子
さ
ん

（
堤
）

小山田ちい子さんを推薦
することに同意しました。
任期は、平成２４年４月１日
から3年間です。

人事案件

みなさん
からの

陳 情陳 情陳 情 平成２４年度補助金要望について

ＴＰＰ交渉参加反対に関する要請書

教育予算の確保並びに施設等の充実に関す
る陳情

棚倉中学校父母と教師の会
会長　藤田 和彦　外９名

棚倉町商工会　会長  金澤寛二

東西しらかわ農業協同組合
代表理事組合長　鈴木 昭雄

件　名 提出者

（※

△
は
減
額
表
示
）



問

答
和知  良則 議員

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

　
　
　

台
風
十
五
号
に
よ

る
農
業
用
施
設
や
農
地
の

災
害
復
旧
事
業
に
伴
う
受

益
者
分
担
金
は
、工
事
費
に

対
し
、ど
の
く
ら
い
の
率
な

の
か
。

　

激
甚
災
害
の
指
定
を
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

補
助
率
は
ど
の
程
度
の
見

込
み
か
。

　

ま
た
、災
害
農
地
に
お
け

る
来
年
の
作
付
け
は
可
能

か
。受
益
者
へ
の
説
明
会
等

の
予
定
は
あ
る
の
か
。

質 

問

福
島
交
通
定
期
バ
ス
の
停
留
所
変
更
は
可
能
か

問

費
用
対
効
果
の
面
を
踏
ま
え
今
後
検
討
し
て
い
く

答
【
そ
の
他
の
質
問
】

　

災
害
復
旧
事
業
の
受
益

者
分
担
金
は
、町
条
例
に

基
づ
き
国
県
補
助
金
残
の

七
分
の
一
に
な
って
い
る
。

　

激
甚
災
害
を
受
け
た
場

合
、農
地
に
お
け
る
過
去
五

年
間
の
割
増
後
の
補
助
率

は
、八
十
三
％
か
ら
九
十

二
％
と
伺
っ
て
い
る
。ま
た
、

事
業
費
や
受
益
者
数
に
よ

り
補
助
率
が
変
動
す
る
の

で
、一
定
の
補
助
率
で
は
な

い
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

来
年
の
被
災
農
地
の
作

付
け
に
つ
い
て
は
、国
の
災

害
査
定
を
受
け
、査
定
終

了
後
、早
急
に
作
付
け
に

支
障
の
無
い
よ
う
優
先
的

な
発
注
方
法
を
考
え
て
い

答 

弁（
町
長
）
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台風による農地等の災害復旧に係る
受益者分担金は

事業費から国・県補助金を控除した
残りの七分の一となっている

る
が
、万
が
一
、不

測
の
事
態
で
作
付

け
が
で
き
な
い
状

況
が
発
生
し
て

も
、何
ら
か
の
支

援
を
考
え
対
処
し

て
い
く
。

　

受
益
者
説
明
会

に
つ
い
て
は
、代
表

者
を
通
じ
、必
要

に
応
じ
開
催
を
す

る
予
定
。

終点の山本停留所

委
託
業
者
が
線
量
結
果
を
測
定
し

保
護
者
に
通
知
す
る

答

積
算
被
ば
く
線
量
計
の
測
定
結
果
は

問

　
　
　

園
児
・
児
童
・
生
徒

が
携
帯
し
て
い
る
積
算
被

ば
く
線
量
計
の
測
定
結
果

は
、保
護
者
に
ど
の
よ
う
に

し
て
知
ら
せ
る
の
か
。

質 

問

　

測
定
期
間
中
に
お
け
る

積
算
線
量
の
数
値
と
、一
年

間
の
推
定
算
出
方
法
を
記

載
し
た
外
部
被
ば
く
線
量

測
定
結
果
に
つ
い
て
保
護
者

へ
通
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

答 

弁（
町
長
）

　
　
　

携
帯
用
の
放
射
線

量
を
測
る
警
報
器
付
き
の

計
器
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、子
ど
も
た
ち
に
持
た

せ
て
は
ど
う
か
。

質 

問

　

現
在
貸
し
出
し
て
い
る

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
の
ほ
か

に
、腕
時
計
型
の
空
間
線

量
計
の
持
ち
歩
き
は
、現

在
考
え
て
は
い
な
い
。

答 
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
　

福
島
交
通
山
本
停

留
所
は
、集
落
よ
り
離
れ
て

お
り
不
便
を
き
た
し
て
い

る
。大
内
地
内
ま
で
路
線
の

延
長
は
で
き
な
い
か
。

質 

問

　

福
島
交
通
棚
倉
営
業
所

と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、終
点

答 

弁（
町
長
）

を
大
内
地
内
ま
で
延
長
す

る
こ
と
は
可
能
と
の
こ
と
だ

が
、赤
字
補
て
ん
費
用
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、費
用
対
効

果
の
面
で
ど
う
か
と
い
う

問
題
に
な
る
と
思
う
の
で
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

従
来
ど
お
り
の
対
策
で
は
不
十
分
で

あ
り
効
果
的
な
捕
獲
調
整
を
考
え
て
い
く

答

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
際
の
奨
励
金
を

考
え
て
は
ど
う
か

問

台風により被害を受けた孫目堰



翌
年
度
へ
の
繰
り
越
を
す
る

答

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

ため池による事故責任の所在はどこか

松本  英一 議員
　
　
　

た
め
池
の
堰
堤
決

壊
、防
護
さ
く
な
ど
不
備
に

よ
る
事
故
の
責
任
と
、堰
堤

が
亀
裂
や
決
壊
し
た
場
合
、

誰
が
修
復
す
る
の
か
。

質 

問

　

災
害
復
旧
事
業
で
あ
れ

ば
受
益
者
の
要
請
に
よ
り
、

町
が
事
業
者
と
な
り
災
害

復
旧
工
事
を
実
施
、土
地

改
良
事
業
等
の
農
村
整
備

事
業
で
あ
れ
ば
、町
や
土
地

改
良
区
が
事
業
主
体
と
な

り
改
修
工
事
を
実
施
す
る

と
考
え
る
。

答 

弁（
町
長
）

　
　
　

原
材
料
の
不
足
や

職
人
の
手
配
が
つ
か
な
い

で
、完
了
が
困
難
で
あ
る
場

合
に
は
、ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

質 

問

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
、二
分
の
一

の
補
助
を
受
け
事
業
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。こ
の
事
業
に
お
け
る
十

二
月
九
日
現
在
の
申
請
受

答 
弁（
町
長
）
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災害復旧工事中のため池（板橋地内）

一般的に町村等に法律上の賠償責任は
発生しない

　

ま
た
、周
囲
の
防
護
さ
く

等
の
安
全
対
策
の
不
備
に

よ
り
、事
故
が
生
じ
た
場

合
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て

は
、設
置
者
、所
有
者
、管

理
者
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
工
作
物
が

何
も
な
く
、自
然
の
ま
ま
に

あ
る
た
め
池
や
河
川
で
の

事
故
は
、一
般
的
に
町
村
等

に
法
律
上
の
賠
償
責
任
は

発
生
し
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
　

し
か
し
な
が
ら
、賠
償
責

任
が
発
生
し
、判
決
ま
た

は
訴
訟
上
の
和
解
な
ど
に

よ
り
、町
村
等
に
法
律
上
の

賠
償
責
任
が
生
ず
る
場
合

に
鑑
み
、こ
れ
ま
で
も
地
域

や
学
校
と
協
力
し
て
注
意

喚
起
等
の
看
板
設
置
等
を

実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
も
管
理
者
等
と
協

議
の
上
、で
き
得
る
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

　

管
理
区
分
の
と
こ
ろ
で

損
害
賠
償
が
発
生
す
る
と

い
う
形
に
な
る
。

答 

弁（
商
工
農
林
課
長
）

屋根瓦補修工事が完了していない民家

一
部
損
壊
被
災
住
宅
復
旧
支
援
事
業
で

完
了
で
き
な
い
場
合
の
支
援
策
は

問

付
状
況
は
、百
三
十
六
件

と
な
っ
て
お
り
、そ
の
う
ち

九
十
三
件
、約
六
十
八
％
が

屋
根
瓦
の
補
修
、屋
根
の
葺

き
替
え
と
な
って
い
る
。

　

な
お
、当
該
事
業
は
、平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
事
業
を
完
了
す

る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

　

た
だ
し
、特
別
な
理
由
に

よ
り
事
業
の
完
了
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、翌
年
度
へ
の
繰
り

越
し
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、材
料
の
入
手
が
困

難
な
場
合
や
、職
人
の
手
配

が
つ
か
な
い
な
ど
に
よ
り
、

年
度
内
完
了
が
で
き
な
い

方
に
つ
い
て
は
、翌
年
度
へ
の

繰
越
事
業
と
し
て
対
応
す

る
。



　
　
　

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉

の
上
半
期
の
営
業
実
績
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
町
民

の
要
望
は
、町
民
が
利
用
し

や
す
い
施
設
に
し
て
欲
し

い
と
の
声
が
多
い
。

　

こ
れ
に
ど
う
答
え
て
い

く
の
か
答
弁
を
求
め
た
い
。

質 

問

　

今
年
度
上
半
期
は
、前

年
度
に
比
べ
利
用
人
数
が

十
八
万
二
百
二
人
、率
に
し

て
六
十
六・一
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。売
上
高
は
、前

年
度
に
比
べ
一
億
二
千
万

円
の
率
に
し
て
、四
十
六
・

九
％
の
減
少
と
な
って
い
る
。

　

し
か
し
、徹
底
し
た
経
費

の
削
減
で
、百
十
二
万
二
千

答 

弁（
町
長
）

問

答

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

原発事故の対応と損害賠償について

除染計画を策定し対応していく

（7）　平成23年12月たなぐら議会だより

　
　
　

町
の
放
射
性
物
質

の
除
染
作
業
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。ま
た
、

今
後
、ど
う
す
る
の
か
。

　

さ
ら
に
、農
畜
産
物
の
被

害
、米
の
放
射
性
物
質
調
査

と
風
評
被
害
防
止
策
と
、賠

償
請
求
の
相
談
に
乗
る
窓

口
を
町
役
場
に
設
け
る
よ

う
提
案
し
た
い
。

質 

問

　

放
射
性
物
質
の
除
染
活

動
の
進
捗
状
況
は
、五
十
三

行
政
区
中
七
十
二
％
の
三

十
八
行
政
区
と
、六
団
体

で
実
施
さ
れ
た
。最
終
的

に
は
五
十
団
体
が
実
施
す

る
予
定
と
な
って
い
る
。

答 
弁（
町
長
）

鈴木  政夫 議員

　

今
後
は
、町
が
策
定
す

る
除
染
計
画
に
よ
り
、子
ど

も
の
生
活
圏
を
中
心
に
除

染
を
進
め
る
。

　

米
の
放
射
性
物
質
調
査

に
つ
い
て
は
、県
が
発
表
し

た
予
備
調
査
、本
調
査
で

旧
棚
倉
町
百
箇
所
、旧
近

津
村
で
は
三
百
箇
所
を
再

調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
　

損
害
賠
償
請
求
は
、民

間
と
民
間
の
手
続
き
に
よ

り
賠
償
事
務
が
進
め
ら
れ

る
た
め
、町
が
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

「
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
」の
諸
問
題
を
問
う

問

上
半
期
は
１
１
２
万
円
の
経
常
利
益
と
な
って
い
る

答

円
の
経
常
利
益
と
な
っ
て
い

る
。
　

町
民
が
利
用
し
や
す
い

施
設
に
す
る
た
め
、わ
ん
ぱ

く
広
場
の
整
備
や
、屋
外
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
開
放
等
を

行
っ
て
き
た
。ま
た
、ク
ア
ハ

ウ
ス
や
、プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
な
ど
の
利
用
料
金
を

町
民
割
引
し
、サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

城
跡
西
側
の
石
垣

が
、個
人
所
有
に
な
っ
て
い

る
経
過
は
、ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

質 

問
城
跡（
西
側
）石
垣
の
所
有
権
に
つ
い
て

問

地
権
者
が
足
並
み
を
揃
え
て
町
に
寄
付
を
す
る
と
な
れ
ば
話
も
変
わ
る
と
思
う

答
　

平
成
七
年
の
国
土
調
査

に
お
い
て
、複
数
の
所
有
者

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、境

界
は
石
垣
下
と
な
っ
た
。

　

今
後
、地
権
者
が
町
に
足

並
み
を
揃
え
て
寄
付
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
話

も
変
わ
る
と
思
う
が
、足
並

み
が
揃
わ
な
い
と
難
し
い
。

答 

弁（
町
長
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

町
営
住
宅
の
修
改
善
は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か

問

予
算
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る

答

崩落した城跡西側の石垣



制
度
を
活
用
し
て
町
内
へ
の

企
業
誘
致
を
推
進
す
る

答

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

原子力賠償紛争審査会指針への対応を問う

佐川  裕一 議員

平成23年12月たなぐら議会だより　（8）

天王内地区に建設が進む進出企業倉庫

賠償を受けられるよう取り組む

質 

問
答 

弁（
町
長
）

（1）（2）（3）
本
町
を
初
め
と
す
る
県

南
地
方
及
び
会
津
地
方

が
賠
償
対
象
範
囲
か
ら

外
れ
て
お
り
、強
い
憤
り

を
感
じ
て
い
る
。

賠
償
対
象
地
域
か
ら
外

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

東
白
川
、西
白
河
地
方

町
村
会
及
び
白
河
市
と

連
携
し
、県
知
事
に
対

し
て
対
象
範
囲
の
拡
大

を
要
請
す
る
と
と
も

に
、国
に
対
し
て
も
同

様
の
要
請
を
行
う
た

め
、現
在
、住
民
の
皆
様

方
に
署
名
活
動
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。

当
面
、福
島
県
原
子
力

損
害
対
策
協
議
会
を

中
心
と
し
た
活
動
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、少
し

で
も
住
民
の
皆
様
が
納

得
の
い
く
賠
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

（1）（2）（3）
賠
償
地
域
線
引
き
の
基

準
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

指
針
の
決
定
に
対
し
、町

の
対
応
は
。

町
の
今
後
の
対
応
は
。

企
業
誘
致
を
問
う

問質 

問
答 

弁（
町
長
）

（1）（2）（3）
平
成
二
十
三
年
度
に
お

け
る
棚
倉
町
へ
の
主
な

企
業
立
地
の
状
況
は
、

株
式
会
社
昇
栄
に
よ
る

棚
倉
倉
庫
を
現
在
建

設
中
で
あ
り
、二
十
四

年
三
月
ま
で
に
建
屋
が

完
成
し
、ユ
ニ
チ
ャ
ー
ム

製
品
の
物
流
基
地
と
し

て
五
月
に
稼
働
予
定
。

　

ま
た
十
一
月
に
は
、

旧
高
津
産
業
跡
地
に
お

い
て
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ
リ

テ
ィ
株
式
会
社
が
操
業

を
開
始
。

　

誘
致
活
動
に
つ
い
て

は
、従
来
よ
り
町
内
企

業
への
訪
問
な
ど
に
よ
る

（1）

（2）（3）

現
在
の
誘
致
活
動
状
況

及
び
手
ご
た
え
は
。

震
災
ま
た
は
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
の
影

響
は
。

以
前
よ
り
状
況
は
厳
し

い
と
思
う
が
、対
応
策
と

し
て
新
た
に
考
え
て
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

情
報
収
集
や
、十
二
名

の
民
間
の
方
に
対
す
る

企
業
誘
致
推
進
員
の
委

嘱
と
情
報
提
供
依
頼
、

そ
し
て
福
島
県
東
京
事

務
所
を
中
心
と
し
た
福

島
県
や
企
業
立
地
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
情
報
収
集

と
誘
致
要
請
、さ
ら
に
、

福
島
県
企
業
誘
致
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
と
参
加

企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
主
な

も
の
と
な
って
い
る
。

町
内
に
立
地
す
る
企
業

の
中
に
は
一
時
期
生
産

ラ
イ
ン
が
と
ま
っ
た
企

業
も
あ
っ
た
が
、早
期
に

回
復
。ま
た
、全
国
的
に

は
大
き
な
被
害
を
受
け

て
い
る
地
域
を
除
き
、企

業
活
動
は
以
前
に
戻
り

つつ
あ
る
。

国
の
平
成
二
十
三
年
度

第
三
次
補
正
予
算
に
お

い
て
各
種
事
業
が
措
置

さ
れ
、本
県
で
は
、が
ん

ば
ろ
う
ふ
く
し
ま
産
業

復
興
企
業
立
地
支
援

事
業
が
予
算
化
さ
れ
て

お
り
、当
面
こ
の
制
度

を
活
用
し
町
内
へ
の
企

業
誘
致
を
推
進
し
て
い

く
。



町
道
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

問

答

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

賠償対象地域外となった事への対応は

国に対して強く働きかけていく

（9）　平成23年12月たなぐら議会だより

　
　
　

原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
賠
償
対
象

地
域
外
と
な
っ
た
事
に
、対

す
る
対
応
は
。賠
償
対
象
地

域
と
な
っ
た
場
合
の
経
済
効

果
は
ど
の
く
ら
い
か
。原
発

事
故
に
よ
る
補
償
の
申
請

状
況
な
ど
は
把
握
し
て
い

る
か
。

質 

問

　

賠
償
対
象
地
域
か
ら
本

町
が
外
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、到
底
容
認

で
き
な
い
、県
南
地
域
を
包

含
し
て
拡
大
さ
れ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
り
、今
後
国
に

対
し
て
強
く
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

　

賠
償
対
象
地
域
と
な
っ

た
場
合
、総
額
約
二
十
一
億

円
程
度
の
賠
償
金
が
試
算

さ
れ
、経
済
効
果
も
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。個
別
の
賠

償
請
求
に
つい
て
は
基
本
的

に
被
害
者
と
加
害
者
間
で

行
わ
れ
る
も
の
で
、町
は
把

握
し
て
い
な
い
。

答 
弁（
町
長
）

藤田  智之 議員

モニタリング調査の受付状況

策
定
計
画
を
提
出
後
、国
や
県
の

方
針
に
従
っ
て
実
施
す
る

答

除
染
計
画
の
策
定
状
況
と
実
施
予
定
は

問

　
　
　

町
内
に
お
け
る
除

染
計
画
の
策
定
状
況
と
実

施
の
予
定
は
。

　

個
人
の
住
宅
や
道
路
、農

地
、森
林
な
ど
は
ど
の
様
に

扱
わ
れ
る
か
。食
品
の
安
全

性
対
策
は
十
分
か
。

　

仮
置
き
場
の
現
在
の
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

質 

問

　

現
在
、除
染
計
画
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、来
年
一

月
に
施
行
さ
れ
る
放
射
性

物
質
汚
染
対
象
特
措
法
に

答 

弁（
町
長
）

よ
る
国
や
県
の
基
本
方
針

に
従
って
除
染
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
、個
人
住
宅
や

道
路
、農
地
の
扱
い
も
国
の

方
針
に
従
い
た
い
。

　

農
畜
産
物
等
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
り
、農

畜
産
物
や
食
品
の
安
全・安

心
の
確
保
の
為
、積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

　
一
時
保
管
と
し
て
、町
有

地
の
一
部
に
置
い
て
い
る
が
、

仮
置
き
場
は
現
在
進
め
て

い
る
除
染
計
画
の
中
で
検

討
中
で
あ
る
。

未舗装の町道 北町東裏通線

未
舗
装
の
生
活
道
路
の
整
備
は

問答
　
　
　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

付
近
や
、棚
倉
小
学
校
付

近
、一
区
児
童
公
園
入
り
口

の
未
舗
装
の
生
活
道
路
の

整
備
は
。

　

棚
倉
幼
稚
園
の
新
築
に

合
わ
せ
て
、役
場
駐
車
場
か

ら
の
通
路
も
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

質 

問

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
東
側

は
、公
衆
用
道
路
で
は
な
く

整
備
計
画
も
な
い
が
、行
政

区
か
ら
の
整
備
要
望
が
あ

答 

弁（
町
長
）

れ
ば
原
材
料
の
支
給
に
よ

り
対
応
し
た
い
。

　

新
町
児
童
公
園
入
り
口

の
通
路
も
い
わ
ゆ
る
赤
道

な
の
で
、原
材
料
の
支
給
で

お
願
い
し
た
い
。棚
倉
小
学

校
の
西
側
の
町
道
に
つ
い
て

は
、今
後
、振
興
計
画
の
実

施
計
画
に
計
上
し
た
い
。

　

役
場
駐
車
場
を
利
用
し

た
棚
倉
幼
稚
園
行
事
は
、

運
動
会
と
夕
涼
み
の
会
の

み
の
た
め
、役
場
駐
車
場
か

ら
の
通
路
整
備
は
考
え
て

い
な
い
。



　
　
　

東
日
本
大
震
災
の

棚
倉
町
の
現
状
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

質 

問

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

中央公民館が取り壊された後の整備計画は

大椙     守 議員

平成23年12月たなぐら議会だより　（10）

国指定の史跡を目指す

答 

弁（
町
長
）

（1）（2）（3）
十
二
月
現
在
で
、百
十

九
名
に
な
って
い
る
。

三
十
八
の
行
政
区
と
六

団
体
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団

体
が
除
染
活
動
を
終
了

し
た
。放
射
線
量
が
低

下
し
た
た
め
一
定
の
効

果
が
出
た
。

観
光
の
被
害
は
、ル
ネ
サ

ン
ス
棚
倉
で
は
、延
べ
利

用
者
で
い
う
と
、上
半

期
に
対
し
て
十
八
万
二

百
十
二
人
が
減
少
し
、

率
に
し
て
六
十
六・一
％

の
減
少
に
な
っ
た
。山
本

不
動
尊
の
入
込
客
数

は
、平
成
二
十
二
年
度
の

四
万
八
千
二
百
人
に
対

し
、平
成
二
十
三
年
は

（1）（2）（3）
町
内
に
は
避
難
者
の
方

は
何
人
い
る
か
。

除
染
の
実
施
状
況
と
、

結
果
は
ど
う
か
。

観
光
、農
業
、商
工
業
の

風
評
被
害
の
現
状
と
今

後
の
対
策
は
。

　
　
　

観
光
開
発
も
含
め

た
棚
倉
城
跡
の
整
備
に
つ
い

て
。
　

中
央
公
民
館
が
取
り
壊

さ
れ
た
後
の
整
備
計
画
は
。

質 

問

　

文
化
財
の
保
存
と
観
光

面
な
ど
を
含
め
、国
指
定
の

史
跡
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
進
め
、施
設
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
指
定
を
受
け
た

後
に
検
討
す
る
。

答 

弁（
教
育
長
）

　
　
　

跡
地
は
更
地
に
な

る
の
か
。ま
た
、図
書
館
は

今
の
ま
ま
平
成
二
十
五
年

ま
で
残
す
の
か
。

質 

問

　

更
地
と
い
う
基
本
的
な

考
え
も
あ
る
が
、現
時
点

に
お
い
て
は
、図
書
館
や
、

中
央
部
分
に
庭
園
が
あ

り
、再
度
、利
用
に
つ
い
て
は

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

新
し
い
図
書
館
が
平
成

二
十
五
年
度
オ
ー
プ
ン
予

定
で
あ
り
、こ
の
オ
ー
プ
ン

後
取
り
壊
す
。

答 

弁（
生
涯
学
習
課
長
）

解体工事が進められている棚倉町中央公民館

風評被害の影響を受けた観光名所の山本不動尊

多
大
な
る
影
響
が
出
て
い
る
の
で
払
拭
に
努
め
る

風
評
被
害
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

問答

八
千
五
百
人
で
、八
十

二・四
％
の
減
少
。

　

農
業
は
、農
畜
産
物

に
お
い
て
、放
射
性
物
質

が
暫
定
基
準
値
を
超
え

て
検
出
さ
れ
た
事
に
よ

り
、出
荷
停
止
や
摂
取

制
限
、市
場
価
格
の
下

落
が
あ
り
多
大
な
る
影

響
が
出
て
い
る
。

　

商
工
業
で
は
、農
林

畜
産
業
の
風
評
被
害
か

ら
消
費
者
の
購
買
力
の

落
ち
込
み
が
見
ら
れ
、

少
な
か
ら
ず
影
響
が
出

て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
は
、放

射
性
物
質
簡
易
測
定

機
を
活
用
し
な
が
ら
測

定
結
果
を
公
表
す
る
な

ど
、町
内
外
で
安
心
安

全
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、風
評
被

害
の
払
拭
に
努
め
る
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
交
流

は
。質 

問

　

避
難
者
の
立
場
に
た
っ

て
、様
々
な
出
来
る
限
り
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

答 

弁（
住
民
課
長
）



問

答

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

三世代同居、近居誘導施策を推進せよ

調査研究を進める
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少
子
高
齢
化
問
題

の
対
策
に
、三
世
代
同
居
、

ま
た
、近
所
居
住
は
有
効
。

　

祖
父
母
か
ら
の
援
助
が

得
ら
れ
、子
育
て
の
不
安
解

消
や
伝
統
習
慣
が
伝
え
ら

れ
る
。幼
児
虐
待
や
青
少
年

の
犯
罪
抑
止
。高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
。保
育
費
、

介
護
保
険
費
用
な
ど
町
の

財
政
支
出
の
削
減
。地
域
社

会
の
教
育
力
向
上
な
ど
、多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

誘
導
施
策
を
推
進
す
べ

き
。 質 

問

　

少
子
高
齢
化
の
問
題
は

社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
妊

婦
健
診
補
助
、医
療
費
無

料
化
拡
充
、子
ど
も
セ
ン

タ
ー
開
設
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　

町
独
自
の
税
制
面
で
の

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　

三
世
代
同
居
等
の
施
策

は
、今
後
推
進
で
き
る
か
調

査
研
究
を
す
る
。

答 

弁（
町
長
）

宮川  政夫 議員
　
　
　

保
育
費
、及
び
介
護

保
険
費
用
に
か
か
る
平
成

二
十
二
年
度
の
町
負
担
額

は
。 質 

問

　

保
育
園
に
は
約
一
億
八

千
八
百
万
円
を
運
営
費
と

し
て
補
助
。そ
の
う
ち
約
五

千
四
百
万
円
が
町
一
般
財

源
よ
り
支
出
。

　

介
護
保
険
費
用
は
、町

の
負
担
額
は
給
付
費
の
十

二・五
％
で
、約
一
億
四
百
万

円
が
支
出
さ
れ
た
。

答 

弁（
健
康
福
祉
課
長
）

区民による除染作業

敢闘賞を受賞した棚倉チーム

　
　
　

放
射
能
災
害
は
国

と
東
京
電
力
が
責
任
を

持
っ
て
対
処
す
べ
き
問
題
だ

が
、一
日
も
早
く
除
染
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
だ
。

質 

問

（1）（2）（3）（4）

行
政
区
な
ど
四
十
四
の

団
体
が
除
染
活
動
を
実

施
。今
後
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

除
染
に
関
す
る
緊
急
実

施
基
本
方
針
に
従
っ
て
、

平
成
二
十
六
年
三
月
ま

で
の
予
定
で
行
う
。

現
在
、町
有
地
に
保
管
。

今
後
は
、除
染
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
る
。

納
得
い
か
な
い
指
針
な

の
で
、福
島
県
全
域
が

賠
償
対
象
と
な
る
よ
う

抗
議
す
る
。

（1）（2）（3）（4）

行
政
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

除
染
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、今
後
も
作
業
依

頼
は
あ
る
の
か
。

山
林
、田
畑
の
中
・
長
期

的
除
染
計
画
は
。

除
去
土
壌
の
仮
置
き
場

現
状
と
、今
後
の
仮
置

き
場
選
定
は
。

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
に
よ
る
賠
償
指

針
へ
の
対
応
は
。

緊
急
実
施
基
本
方
針
に
従
っ
て
進
め
る

放
射
性
物
質
の
除
染
計
画
を
た
だ
す

問答

目
標
の
敢
闘
賞
を
受
賞
で
き
た

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」の
総
括
と
強
化
策
を
た
だ
す

問答
　
　
　

第
二
十
三
回
「
ふ

く
し
ま
駅
伝
」に
お
い
て
昨

年
よ
り
順
位
は
上
げ
た
が
、

更
な
る
強
化
策
が
必
要
。

　

競
技
力
向
上
策
、及
び
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
な

ど
練
習
環
境
、施
設
の
整
備

を
計
画
す
べ
き
。

質 

問

　

選
手
育
成
や
、競
技
力

向
上
に
期
待
で
き
る「
棚

倉
駅
伝
チ
ー
ム
」の
受
け
皿

と
な
る
団
体
支
援
を
検
討

す
る
。

　

練
習
環
境
は
、町
営
の

運
動
広
場
な
ど
の
年
間
利

用
が
可
能
な
た
め
、新
た
な

施
設
整
備
計
画
は
考
え
て

い
な
い
。

答 

弁（
教
育
長
）

答 

弁（
町
長
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

城
跡
公
園
の
整
備
計
画
を
た
だ
す

問

中
央
公
民
館
、図
書
館
は
取
り
壊
す
予
定

答
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臨
時
会

第
2
回

議員の研修会等報告議員の研修会等報告議員の研修会等報告

　

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
棚
倉
町
震
災
復
興

　
基
金
条
例

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
、県
か
ら

交
付
さ
れ
る
福
島
県
災
害

復
興
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、住
民
生
活
の
安
定

や
地
域
経
済
の
振
興
な

ど
、各
復
興
支
援
策
の
実

施
を
図
る
目
的
で
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、防
災
備

蓄
倉
庫
の
建
設
費
、農
林

水
産
災
害
復
旧
費
等
の
増

額
補
正
。

　

さ
ら
に
は
、国
の
第
三
次

補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た

消
防
防
災
通
信
基
盤
整

備
費
補
助
金
や
、緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用

し
、有
効
な
財
源
が
確
保

　

高
野
西
部
簡
易
水
道

施
設
災
害
復
旧
工
事
の
設

計
委
託
料
確
定
に
伴
う
十

四
万
円
の
減
額
と
、年
度

内
に
工
期
が
確
保
で
き
な

い
た
め
、繰
越
明
許
費
を

設
定
し
ま
し
た
。

　平成23年10月27日ユラックス熱海で開催
された研修会には、１４名の議員が参加しました。
〈 講演内容 〉
 ・ 「二元代表制と議会の価値」
 ・ 「これからの政局・政治はどうなる」

福島県町村議会議員研修会

　平成23年6月29日福島グリーンパレスで、県
内の議会広報を担当する議員を中心に開催され、
「議会だより」のチェックポイントなどについて、
研修しました。

福島県町村議会広報研修会

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、町
の
振

興
計
画
を
三
年
前
倒
し
で

実
施
す
る
た
め
、町
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に

要
す
る
事
業
費
な
ど
、総

額
十
億
七
千
三
百
二
十
万

円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、年
度
内
に
工
期

が
確
保
で
き
な
い
予
算
計

上
事
業
費
は
、繰
越
明
許

費
の
設
定
が
さ
れ
ま
し

た
。
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東京電力福島第一原子力発電
所事故に伴う賠償指針の見直し
を求める県南市町村長並びに議
会議員緊急決起集会

　平成23年12月19日、白河市東文化センターにお
いて、現在も懸案となっている原発事故に伴う賠償指
針の見直しを求めるため、県南地方の緊急集会が開催
されました。
　この集会には、全議員が参加し、「23市町村に限定
した賠償指針を撤回し、損害賠償対象区域を福島県内
全市町村並びに全県民とすること」が決議されました。
　また、最後には参加者全員が一致団結し、がんばろ
うコールで緊急集会は閉会されました。

　４回にわたり開催された研修会には、第１回か
ら第３回までは６名の議員が、第４回は全議員が
参加し、「原子力発電と地域・自治体」、「議会活動
の活性化方策」、「地域再生の課題（農業振興）」、
「教育・文化政策と地域づくり」について講演を受
け、ディスカッションを行い、郡内の議員と交流を
深めました。

地方自治研究交流セミナー　

平成23年10月27日、耐震補強工事中の棚倉中学校体育館と柔剣道場の
現場を視察し、担当職員から概要の説明を受けました。

「棚倉中学校体育館耐震補強工事現場」視察　 「棚倉中学校柔剣道場耐震補強工事現場」視察

第１回  平成23年  9月  8日  鮫川村役場
第2回  平成23年10月  7日  棚倉町文化センター
第3回  平成23年10月25日  ユーパル矢祭
第4回  平成23年11月21日  塙農村勤労福祉会館



　
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

町
議
選
の
結
果
、広
報
編
集

常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
「
議
会
だ
よ

り
」が
、議
会
と
町
民
を
つ
な

ぐ「
絆
」と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
か
ら
十
一
ヵ

月
と
な
り
ま
し
た
が
、除
染

作
業
と
風
評
被
害
の
防
止
、

損
害
賠
償
請
求
は
い
ま
だ
に

先
が
見
え
ま
せ
ん
。一
日
も

早
い「
完
全
な
収
束
」の
た

め
、議
会
と
し
て
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

広
報
編
集
常
任
委
員
会
　

委
員
長  

鈴
木
　
政
夫
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／
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／
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山
岡
小
学
校
の
五
年
生
と
六
年
生
の

み
な
さ
ん
が
、社
会
科
学
習
の
た
め
議
場

を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
日
及
び
三
日
の
二
日
間
で
、研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
行
政
組
織
や
予
算
の
見
方
、各
課

室
の
概
要
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、課
室

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

3月定例議会日程のお知らせ（予定）

３月　８日（木）

３月　９日（金）

３月10日（土）

３月11日（日）

開会・本会議

本会議・委員会

3月12日（月）

3月13日（火）

3月14日（水）

3月15日（木）

一 般 質 問

休　　　会

予 算 特 別
委 員 会

3月16日（金）

3月17日（土）

3月18日（日）

3月19日（月）

休　　　会

※正式日程は、3月上旬開催予定の議会運営委員会で協議されます。

本会議・閉会
休　　　会　

議
場
見
学

新
議
員
研
修
会

広
報
編
集

　
常
任
委
員
会

広
報
編
集

　
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

鈴
木  

政
夫

　
田  

悦
男

佐
藤  

喜
一

大
椙  

　
守

近
藤  

悦
男


